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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 13,102 △1.0 559 36.2 511 13.8 348 △32.5

2025年３月期第１四半期 13,231 4.8 410 － 449 － 516 －
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 △34百万円( －％) 2025年３月期第１四半期 948百万円( 96.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 16.59 －

2025年３月期第１四半期 24.57 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 67,690 20,622 30.3

2025年３月期 67,862 21,077 30.9
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 20,537百万円 2025年３月期 20,989百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) 0.00 － 22.00 22.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 26,000 △2.4 790 △11.5 660 △25.3 450 △47.5 21.40

通期 54,000 0.7 1,950 7.4 1,650 △5.9 1,150 △25.5 54.69
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 21,350,000株 2025年３月期 21,350,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 322,015株 2025年３月期 322,015株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 21,027,985株 2025年３月期１Ｑ 21,028,008株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、内閣府が発表した2025年５月の景気動向指数による国内景気

の基調判断が４年10か月ぶりに「悪化」となるなど、景気の停滞感が強まっております。米国の通商政策の影響や

中国経済の回復の遅れ、地政学リスクの高まりなど、海外要因による下振れリスクにも注意が必要であり、先行き

不透明な状況が続いております。

化学業界におきましては、半導体市況の回復に伴い、半導体市場向け製品の販売は堅調である一方、石油化学製

品を中心に中国の景気低迷による影響が長期化しており、エチレン生産設備の稼働率が低迷を続けるなど厳しい状

況が続いております。

このような経営環境下、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、香粧原料の大口ユーザー向け一

般洗浄剤の販売減少等により、前年同期比129百万円、1.0％減収の13,102百万円となりました。

損益面につきましては、売上構成の変化等に伴い利益率が改善したことや、連結子会社である東邦化学（上海）

有限公司の損益が前年同期比改善したことから、営業利益は前年同期比148百万円増益の559百万円となり、経常利

益は前年同期比61百万円増益の511百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期に特別利

益として245百万円を計上した投資有価証券売却益が当第１四半期連結累計期間は僅少だったことから、前年同期比

167百万円減益の348百万円となりました。

セグメント別の状況は次のとおりです。

（界面活性剤）

香粧原料は、一般洗浄剤の大口ユーザー向け販売の減少により減収となりました。プラスチック用添加剤は、帯

電防止剤等の販売が伸長し増収となりました。土木建築用薬剤は、コンクリート用関連薬剤が国内外ともに低調で

減収となりました。農薬助剤は、海外向けの販売が回復し増収となりました。繊維助剤は、主に海外での販売が減

少し減収となりました。紙パルプ用薬剤は、サイズ剤等の販売が減少し減収となりました。

その結果、当セグメント全体の売上高は、前年同期比383百万円、5.8％減収の6,211百万円となり、セグメント利

益は、売上構成の変化等に伴う利益率の改善により前年同期比69百万円増益の181百万円となりました。

（樹脂）

石油樹脂は、アスファルト関連向け等の販売が減少し減収となりました。合成樹脂は、自動車部品向け等の販売

が振るわず減収となりました。樹脂エマルションは、金属表面処理剤等の販売が振るわず減収となりました。アク

リレートは、国内外ともに需要がやや回復し増収となりました。

その結果、当セグメント全体の売上高は、前年同期比41百万円、3.8％増収の1,121百万円となり、セグメント損

益は、7百万円の損失（前年同期は9百万円の損失）となりました。

（化成品）

合成ゴム・ABS樹脂用ロジン系乳化重合剤は、中国での販売がやや回復し増収となりました。石油添加剤は、国内

外ともに販売が減少し減収となりました。金属加工油剤は、水溶性切削油剤等が振るわず減収となりました。

その結果、当セグメント全体の売上高は、前年同期比20百万円、1.3％減収の1,623百万円となり、セグメント利

益は、1百万円増益の51百万円となりました。

（スペシャリティーケミカル）

溶剤は、ブレーキ液基剤等の販売がやや回復し増収となりました。電子情報産業用の微細加工用樹脂は、2024年

度からの回復基調が続いており増収となりました。

その結果、当セグメント全体の売上高は、前年同期比135百万円、3.5％増収の4,034百万円となり、セグメント利

益は、前年同期比34百万円増益の249百万円となりました。
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なお、上記の各セグメント利益又は損失の前年同期比の数値は、後記Ｐ．８（セグメント情報等の注記）「報告

セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報」の表における「報告セグメ

ント」の比較情報です。

その他に、各セグメントに帰属しない調整額(棚卸資産の調整額等)が82百万円(前年同期は51百万円)あります。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、67,690百万円と前期末比171百万円の減少となりました。その内訳は、

流動資産が21百万円減少の36,921百万円、固定資産が150百万円減少の30,768百万円です。

流動資産の主な増減要因は、現金及び預金が454百万円の減少、受取手形及び売掛金が615百万円の増加、棚卸資

産が115百万円の減少です。

固定資産の主な増減要因は、有形固定資産が73百万円の減少、無形固定資産が31百万円の減少、投資その他の資

産が45百万円の減少です。

負債合計は、47,068百万円と前期末比283百万円の増加となりました。主な増減要因は、支払手形及び買掛金が

357百万円の減少、短期借入金が1,198百万円の増加、未払法人税等が374百万円の減少、賞与引当金が390百万円の

減少、設備関係支払手形の増加を主因とするその他（流動負債）が333百万円の増加、長期借入金が140百万円の減

少です。

純資産は、20,622百万円と前期末比454百万円の減少となりました。主な増減要因は、利益剰余金が、親会社株主

に帰属する四半期純利益と配当金の支払いとの差額等により71百万円の減少、その他の包括利益累計額が、為替換

算調整勘定が466百万円減少したことなどにより380百万円の減少です。

その結果、自己資本比率は30.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月14日の「2025年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたしました連結業績予想に変更は

ありません。



東邦化学工業株式会社(4409) 2026年３月期 第１四半期決算短信

－4－

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,900 5,446

受取手形及び売掛金 13,755 14,371

棚卸資産 16,684 16,568

その他 604 537

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 36,943 36,921

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,624 13,402

機械装置及び運搬具（純額） 4,827 4,754

土地 3,145 3,145

建設仮勘定 585 863

その他（純額） 2,274 2,216

有形固定資産合計 24,457 24,383

無形固定資産 1,065 1,034

投資その他の資産 5,395 5,349

固定資産合計 30,919 30,768

資産合計 67,862 67,690
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,353 7,996

短期借入金 10,302 11,500

１年内償還予定の社債 800 800

未払法人税等 425 50

契約負債 4 14

賞与引当金 639 248

その他 3,252 3,585

流動負債合計 23,777 24,196

固定負債

社債 900 900

長期借入金 14,780 14,639

退職給付に係る負債 5,722 5,790

資産除去債務 77 78

その他 1,526 1,463

固定負債合計 23,007 22,871

負債合計 46,785 47,068

純資産の部

株主資本

資本金 1,755 1,755

資本剰余金 896 896

利益剰余金 13,389 13,317

自己株式 △163 △163

株主資本合計 15,877 15,805

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,973 2,059

為替換算調整勘定 2,910 2,444

退職給付に係る調整累計額 227 228

その他の包括利益累計額合計 5,112 4,732

非支配株主持分 87 84

純資産合計 21,077 20,622

負債純資産合計 67,862 67,690
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 13,231 13,102

売上原価 11,276 10,966

売上総利益 1,954 2,135

販売費及び一般管理費 1,544 1,575

営業利益 410 559

営業外収益

受取利息 4 2

受取配当金 58 62

為替差益 45 -

物品売却益 15 13

その他 24 4

営業外収益合計 149 83

営業外費用

支払利息 90 99

為替差損 - 11

その他 19 20

営業外費用合計 110 132

経常利益 449 511

特別利益

投資有価証券売却益 245 0

特別利益合計 245 0

特別損失

固定資産廃棄損 9 14

特別損失合計 9 14

税金等調整前四半期純利益 685 497

法人税等 168 147

四半期純利益 517 349

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 516 348
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 517 349

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △195 86

為替換算調整勘定 616 △470

退職給付に係る調整額 10 0

その他の包括利益合計 431 △383

四半期包括利益 948 △34

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 942 △31

非支配株主に係る四半期包括利益 5 △2
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注) ３

界面
活性剤

樹脂 化成品
スペシャ
リティー
ケミカル

計

売上高

日本 5,531 860 812 3,779 10,983 12 10,996 － 10,996

アジア 953 219 520 100 1,794 1 1,795 － 1,795

その他 108 0 310 19 439 0 439 － 439

顧客との契約か
ら生じる収益

6,594 1,079 1,644 3,898 13,217 14 13,231 － 13,231

外部顧客への
売上高

6,594 1,079 1,644 3,898 13,217 14 13,231 － 13,231

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － 25 25 △25 －

計 6,594 1,079 1,644 3,898 13,217 39 13,256 △25 13,231

セグメント利益
又は損失（△）

111 △9 50 214 367 △8 358 51 410

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境調査測定・分析業務等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額51百万円には、棚卸資産の調整額25百万円等が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注) ３

界面
活性剤

樹脂 化成品
スペシャ
リティー
ケミカル

計

売上高

日本 5,253 878 789 3,947 10,868 18 10,886 － 10,886

アジア 819 242 588 68 1,718 92 1,811 － 1,811

その他 138 － 245 19 402 0 403 － 403

顧客との契約か
ら生じる収益

6,211 1,121 1,623 4,034 12,990 111 13,102 － 13,102

外部顧客への
売上高

6,211 1,121 1,623 4,034 12,990 111 13,102 － 13,102

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － 30 30 △30 －

計 6,211 1,121 1,623 4,034 12,990 142 13,132 △30 13,102

セグメント利益
又は損失（△）

181 △7 51 249 474 2 477 82 559

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境調査測定・分析業務等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額82百万円には、棚卸資産の調整額62百万円等が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 693百万円 690百万円


